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福島第一原子力発電所の汚染水処理から発生する廃棄物を低温処理材料で固化処理した固化体の長期保管時

や処分後の変質挙動を検討する目的で、AAM（アルカリ活性材料）固化体中の主要生成物である非晶質相を

合成し、加温養生を行い、結晶化による生成相の変化と結晶化速度について検討した結果を一部紹介する。 
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1. 緒言 福島第一原子力発電所から発生する廃棄物の処理方法について、セメント・AAM 固化の基礎デー

タの取得を進めている[1]。本報告では、長期保管や処分後の固化体の変質挙動を検討する目的で、AAM 固化

体を構成する非晶質ナトリウムアルミノシリケート水和物（N-A-S-H）を合成し、加温による結晶化試験を実

施することで、結晶化による生成相の変化と結晶化速度に及ぼす温度および環境条件の影響を評価した。 

2. 実験 N-A-S-H の結晶化試験には、既往文献[2]を参考に純薬合成した N-A-S-H①、および本事業の AAM 固

化体と同様にメタカオリンを粉体材料とした N-A-S-H②を使用し、それぞれ硬化後に粗砕した試料（粒状試

料）および硬化後に所定の寸法に成形した試料（バルク状試料）を作製した。なお、水/固体比および Na/Si モ

ル比はそれぞれ 0.825、0.84 で統一し、Si/Al モル比は 1.2、1.5、1.8 とした。温度条件の影響に着目した粒状

試料では試料を袋に密閉し（封緘）、環境条件の影響に着目したバルク状試料では封緘もしくは大気開放（気

中）条件とした上で、20 ℃、50 ℃、80 ℃環境下へ移し、所定期間経過後の生成相の変化を評価した。 

3. 結果 結晶化試験後の粒状試料では、出発物質や Si/Al モル比の違いに

関わらず、全ての温度条件で N-A-S-H の結晶化により FAU 型ゼオライト

が生成した。また、50 ℃以上では試験期間の経過に従い、FAU 型から GIS

型にゼオライトの構造が変化する傾向が見られ、Si/Al=1.8 の 80 ℃条件で

は、出発物質によらず 6 ヶ月以内に FAU 型ゼオライトは消失した（図 1）。

結晶化試験後のバルク状試料のうち、粒状試料と同様の封緘条件では、N-

A-S-H の結晶化によるゼオライトの生成および相転換が確認された。一

方、気中条件では、出発物質や Si/Al 比、試験温度に関わらず全試料で結

晶化が生じなかった（図 2）。気中条件では、試験開始時の系内の水分量

が封緘条件の 1/2～1/3 程度と試料が乾燥していたことから、N-A-S-H の

結晶化において系内の水分量が重要因子であることが示唆された。 
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図 1 粒状試料の XRD同定結果 

図 2 バルク状試料の XRD同定結果 
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